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国や東京都の動向 

１．国の動向 

（１）スタジアム・アリーナ推進官民連携協議会 

民間の資金や経営能力、技術的能力を活用した今後のスタジアム・アリーナの在り方について検討を行い、新たなビジネス

モデルを開発・推進し、その公共的な価値を最大化させるため、官民が協働して議論を行う。 

（２）スタジアム・アリーナ改革ガイドブック（スポーツ庁、経済産業省）より抜粋 

スポーツによる地域振興及び地域経済の自律的成長に向け、地方公共団体が中心となって取り組むスタジアム・アリーナ

整備に関して検討すべき項目を整理するため、スタジアム・アリーナ推進官民連携協議会のもとで「スタジアム・アリーナ改革

ガイドブック」を作成することとし、その第１段階として、有識者の協力を徔て「スタジアム・アリーナ改革指針」をとりまとめた。 

①スマート・ベニュー 

「スマート・ベニュー」は、「スポーツを核とした街づくりを担う「スマート・ベニュー」」（2013 年８月スマート・ベニュー研究会・

株式会社日本政策投資銀行地域企画部）において提言された新しい概念である。 

「スマート・ベニュー」は、多機能複合型、民間活力導入、街なか立地、収益力向上をキーワードとして、「周辺のエリアマネ

ジメントを含む、複合的な機能を組み合わせたサステナブルな交流施設」と定義されている。従来の郊外立地で単機能のス

ポーツ施設を、街なかに立地し公共施設や商業施設などの複合的な機能を組み合わせたスタジアム・アリーナとすることで、

施設の事業継続性と周辺地域への外部効果を発揮し、将来世代に負担を残さない施設としていくものである。 

スタジアム・アリーナは、必ずしも「スマート・ベニュー」の概念をすべて兼ね備える必要はないが、サステナブルな交流施設

となり徔るような多機能複合型、民間活力導入、街なか立地、収益力向上などやエリアマネジメントの実現可能性について、

地域の実情を踏まえた十分な検証を行うことが望ましい。 

②スタジアム・アリーナにおけるスポーツの価値を最大化するために地方公共団体が意識すべきこと 

スタジアム・アリーナにおけるスポーツは、主にプロを中心としたスポーツチームによって行われる興行になると考えられる。 

このようなスポーツに対しては、我が国のプロスポーツ発展の歴史やアマチュアリズム等を背景として、単なる企業活動や企

業広告に過ぎず、公共による財政負担は丌適切であるとの意見もある。しかし、スポーツチームは、発信力・訴求力を有する

行政のパートナーとして、社会課題の解決等、公共性のある波及効果をもたらす潜在力を有している。スタジアム・アリーナの

整備に取り組む際に、行政とスポーツチームが連携して、これらの取組を整理しておくこと等により、公的な支援を行う正当性

を担保できる。 

その上で、スタジアム・アリーナの整備の主体となる地方公共団体は、「観るスポーツ」の価値を認識し、整備の早期段階か

ら継続的にスポーツチームと連携し、スポーツチームが必要とする施設を可能な限り計画・設計・建設に反映させるなど、ス

ポーツの可能性を最大限活用できるようにすべきである。また、運営面においても、固定観念や前例主義により根拠なく「観る

スポーツ」の魅力を高める提案を制約することは結果的に地域によって丌利益であることを認識し、「観るスポーツ」の価値が

発揮されるように、必要に応じて制度の見直しも含め、柔軟な対応が行われるべきである。 

２．東京都の動向 
2017 年度、東京都スポーツ推進

計画（平成 25 年３月策定）に東京都

障害者スポーツ振興計画（平成24年

３月策定）を包含した新たな計画を策

定している。計画は「する・みる・支える」

の３つの視点から 33 の政策指針とし

て整理し、具体的な取組を明らかにし

ている。 

 

資料：東京都スポーツ振興審議会

（第 26期第 5回）配布資料 

３．町田市のスポーツ推進の現状 

（１）市の基本計画におけるスポーツの位置付け 
 

まちだ未来づくりプラン 
将来の町田市のあるべき姿を見据え2012 年度から2021

年度までの10年間に、何を目標に、どのようにまちづくりを

進めていくのかを示す町田市の基本計画 
 

 

 基本目標Ⅲ 「賑わいのあるまちをつくる」 

 基本政策２ 「文化芸術活動やスポーツが盛んなまちをつくる」（重点事業プラン） 

【目指す姿】  市民のスポーツ活動や、活動を通じた交流が盛んに行われ、トップレベルの 

スポーツを体感できる環境に多くの人が集い、感動や興奮を味わっている。 

 政策 ２   誰もがスポーツに親しめる環境をつくる 

【政策の取り組みの方向】  誰もがスポーツに親しむことできるよう、市民の活動の振興や 

トップレベルのスポーツを楽しめる環境づくりに取組みます。 

 
 

（２）町田市スポーツ推進計画 
 

【将来の姿】   

スポーツで人とまちが一つになる 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（３）ホームタウンチーム 

ホームタウンチームとは、町田市スポーツ推進条例において、「市内を本拠としてスポーツ関連活動を行う法人その他の団

体のうち特定のスポーツ競技において国内における最高水準の組織に所属し、又は所属することが見込まれるものであって、

市長の承認を受けたものをいう。」とあり、現在下記の 3 チームが該当している。また、町田市スポーツ推進計画の「トップスポ

ーツの支援」において「ホームタウンチームへの支援と協働」を行うこととしている。 

・ＦＣ町田ゼルビア（日本プロサッカーリーグ所属） 

・ＡＳＶペスカドーラ町田（日本フットサルリーグ所属） 

・キヤノンイーグルス（ジャパンラグビートップリーグ所属） 

町田市5ヵ年計画 17-21 
「まちだ未来づくりプラン」の後期

実行計画 

 

 スポーツ推進戦略と施策の関係  

資料４ 
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観戦環境充実のための諸条件 

１．陸上競技場  

（１）各競技の実施にあたっての条件 

①Ｊ１リーグ、なでしこリーグ 

１）スタジアムに求められる観戦環境 

快適性：①屋根の必要性、②トラックの取り扱い 

適合性：①周辺環境への適合性、②地域社会との関係 

安全性：①震災・火災等、②緊急医療、③観客の暴徒化 

資料：財団法人日本サッカー協会「スタジアム標準」より 

２）ピッチ／芝面／フィールドの寸法 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財団法人日本サッカー協会「スタジアム標準」 

スタジアムの検査項目（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入場可能数：ホームゲーム開催時に使用可能な数を指し、下記（１）、（２）、（３）の合計数とする。 

（１）入場券が発券できる座席の数   
（２）（１）以外の座席の数（常設のＶＩＰ席、個室ラウンジのテラス席） 
（３）車椅子席の数 

資料：公益社団法人 日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）「スタジアム検査要項 2017 年度用」 

②ラグビートップリーグ 

１） 競技場に必要な寸法 

(a) フィールドオブプレーは、長さ 100 メートルを超えず、幅

70 メートルを超えない。両インゴールとも、長さ 22 メート

ル、幅 70 メートルを超えない。 

(b) 競技区域の幅および長さは、できるだけ右記寸法に近づ

ける。区画はすべて長方形である。 

(c) ゴールラインとデッドボールラインとの距離は、実際に可

能であれば尐なくとも 10 メートル以上とる。 

資料：日本ラグビーフットボール協会「競技規則」より 

 

 

 

 

③陸上競技大会 

１） 公認競技場の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日本陸上競技連盟「公認陸上競技場および長距離競走路ならびに競歩路規程」 
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（２）施設が抱える課題 

○Ｊ１リーグを開催するためには観客席の増席が必要になる。 

○陸上競技場の公認を第 3種から上位の公認を受けるためには施設の改修が必要になる。 

○ラグビートップリーグの開催は現状の施設で開催できている。 

（３）近隣市（都内や神奈川県内）の状況 

施設名称 所在地 施設概要 大会開催実績 その他 

相模原麻溝公園競技場 
（相模原ギオンスタジアム） 
 

相模原市 １周４００ｍの全天候型舗装トラック、
サッカー・ラグビー・アメフト等の試合
も行える天然芝フィールド、15,300
人収容可能なスタンドを兼ね備える。 
※１ 

明治安田生命 J3 リ
ーグ 

・日本陸上競技 
連盟第２種公認 
・Ｊ３仕様 

川崎市等々力陸上競技場 川崎市 ３種公認全天候トラック 400ｍ８レー
ン 
フィールド（サッカー併用） 
大型映像装置 6.3ｍ×20.0ｍ 
スタンド収容人員 約 22,000人 
夜間照明４基 ※２ 

・明治安田生命 J1 リ
ーグ 
・日本陸上競技選手
権大会 
・アメリカンフットボー
ル・ワールドカップ 

・日本陸上競技 
連盟第３種公認 
・Ｊ１仕様 

横浜国際総合競技場 
（日産スタジアム） 
 
 
 

横浜市 観客席は、国内最大の 72，327席。
フィールド内の興奮は、ハイビジョン自
動走行カメラなどから両サイド 2基の
大型映像装置へ映し出されます。さ
らに、528台のスピーカーから伝わる
音響で、臨場感を盛り上げます。観
客席は、4分の 3が屋根に覆われて
います。※３ 

・明治安田生命 J1 リ
ーグ 
・2002 FIFA ワールド
カップ 
・日本陸上競技選手
権リレー競技大会 
・ジュニアオリンピック
陸上競技大会 

・日本陸上競技 
連盟第１種公認 
・Ｊ１仕様 

※１ 相模原ギオンスタジアム (相模原麻溝公園競技場)ＨＰ 
※２ 川崎市建設緑政局「等々力緑地概要」H25.4.1 現在 

※３ 施設概要｜日産スタジアムＨＰ 

２．小野路球場  

（１）各競技の実施にあたっての条件 

①プロ野球二軍戦、大学野球、高校野球 

競技場は、「公認野球規則」において、右図のよう

な規栺が設定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：公認野球規則「2.01 競技場の設定」 

（２）施設が抱える課題 

○観客席や駐車場が尐なく、集客力のある大会や試合を開催できない。 

○ネットの高さが低いため、ファールボールが球場外に飛び出すことが多く危険。 

○選手がウォーミングアップを行う場所がない。 

○騒 音：規模の大きな大会時（野球）、近隣住民から応援等の声や音についてご意見をいただいている。 

○安全面：現行の高さのネットではファールボールが容易に越してしまい、ロータリー等に落下する。（グラウンド利用者、 

付近での観戦者に当たる危険性を含んでいる） 

（３）近隣市（都内や神奈川県内）の実施状況 

施設名称 所在地 施設概要 観覧席等 

サーティーフォー相模原球
場 

相模原市 両翼 95m、センター120m、スコアボード 
ＬＥＤ電光表示式、照明塔 6基 
（プロ野球、高校野球などの公式戦可） 

観覧席 16,064席 
（内野席 8,064人、外野芝生席
8,000人） 

一本杉公園野球場 多摩市 両翼91m・中堅間120m（高校野球等ア
マチュア野球公式戦可） 

約2,000人（ネット裏：長椅子、内野・
外野：芝生席） 

３．室内プール 

（１）各競技の実施にあたっての条件 

①日本選手権水泳競技大会をはじめとする競技大会 

公認プール 施設 大会 

国際基準プール プール公認規則に適応し、10レーン、水
深 3m推奨、国際大会に支障ない基準
を備えるプール 

・オリンピック・世界選手権・ユニバーシアード 
・パンパシフィック・アジア大会・東アジア大会 
・アジア選手権・日本選手権 50m、25m 
・ジャパンオープン 50mなどを開催するプール 

国内一般プール・AA プール公認規則の国際プール又は一般
プールに適応し、10 レーン、水深２m以
上の施設を有することが望ましい 

・国体・インターハイ・日本実業団・インカレ 
・ジュニアオリンピック・全国中学・全国国公立など 
を開催するプール 

国内一般プール・A プール公認規則・一般プールに適応し、
８レーン以上、水深 1.35m以上を有する
こと（スタート台の設置） 

・全国大会県予選・県大会・全国大会ブロック大会 
・全国マスターズ・本連盟主催主要競技会（日中 
戦、早慶戦等）・本連盟公認競技会などを開催 
するプール 

標準競泳プール プール公認規則・標準プールに適応し、
６レーン以上、水深1.0m以上、（スタート
台使用の場合：端壁前面６mは水深
1.35m以上とする）を有するプール 

市民大会・記録会・地域予選などを開催するプー
ル 

資料：公益財団法人日本水泳連盟「公認プール施設要領」 

（２）施設が抱える課題 

○現在よりも上位の公認を受けるためには、レーンの増設や水深を深くするなど大規模な改修が必要になる。 

○施設の老朽化が課題となっており、施設の改修を実施する予定である。 

（３）近隣市（都内や神奈川県内）の実施状況 

施設名称 所在地 施設概要 観覧席等 

さがみはらグリーンプール 相模原市 ・50mプール 50m×25m 10 コース 水
深通常 1.2m (可動床) 
・飛び込みプール 22m×25m 水深
5.0m〜0.4m (可動床) 
・25mプール 25m×17m 水深 1.2m 

・50mプール東・西観覧席 2043席 
立見席 1000人相当 
・25mプール観覧席 椅子席 56席 
 

多摩市立 アクアブルー 
多摩 温水プール 

多摩市 （温水プール）50ｍプール（深さ 1.2ｍ）、
25ｍコース、流波プール、アイランドスラ
イダー、ボディースライダー、リラクゼーシ
ョンプール、キッズプール 等 
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４．総合体育館  

（１）各競技の実施にあたっての条件 

①Ｖリーグ（バレーボール）、②Ｂリーグ（バスケットボール）、③Ｆリーグ（フットサル） 

条件 V リーグ B リーグ F リーグ 

規則 Ｖリーグ大会運営マニュアル ホームアリーナ検査要項 フットサル競技規則 

座席数 3,500席以上 

※特設席含む 

○B1：5,000席以上 

○B2：3,000席以上 

※可動席、仮設席等含む 

（※参考値注） 

○国際試合 

8,000席 

大きさ ○フロア面積：25m×50m以上 

○競技場：19m×34m以上 

○競技場：19m×32m以上 ○国際試合以外：16m×25m以上 

○国際試合：20m×38m以上 

更衣室 ○選手 4室 

○チアリーダー1室 

○審判 

○1チームにつき 1室 

－ 

控室 ○プレスルーム 

○インタビュールーム 

○技術統計記録室 

○本部役員控室 

○開催地役員控室 

○医務室 

○ドーピングコントロール室 

○音響設備調整室 

○大型映像設備調整室 

○通信回線集積装置 

○電気設備室 等 

－ 

照明 1,500ルックス以上 1,400ルックス以上 － 

音響 場内放送設備完備 場内放送設備完備 － 

その他 ○室温調整 15℃～25℃ 

○電話の設置 

○ネット回線設置 

○空調設備完備 

○大型映像設備 

○床材は木製推奨 

○飲食関連施設の臨時設置 

○ネット回線 等 

－ 

資料：Ｖリーグ大会運営マニュアル、ホームアリーナ検査要項、フットサル競技規則 

注）一般社団法人アリーナスポーツ協議会（2013）「アリーナ標準」 

 

 

（２）施設が抱える課題 

○ＶリーグやＢリーグ（Ｂ１）を開催するためには、観客席が足りない。 

○控室として使用できる室場が限られている。 

○第二駐車場棟からの移動がバリアフリーではない。 

○周辺が住宅街であり、夜間の搬入搬出や準備は騒音問題により難しい。 

○会場内やロビーで試合を中継する大型モニターがあると望ましい。 

○Free Wi-fi等のインターネット環境が整っていることが望ましい。 

○照明設備（水銀灯）は一度消灯するとすぐに点灯しないため、暗転・明転等の演出が難しい。 

○音響設備は老朽化により音割れや雑音が入ることがある。 

○搬入用のエレベーターがなく、大きな機材等を２階へ運ぶのが難しい。 

○メインアリーナに付属するエレベーターは１台のみで混雑する。 

○トイレの数が尐なく混雑時は長蛇の列（特に女性トイレ）になることがある。 

○大型バスやマイクロバスを駐車できるスペースが尐ない。一部駐車することはできるが、足りない。 

 

その他 

○施設の老朽化が課題となっており、施設の改修を実施する予定である。 

○周辺コインパーキングも尐なく、近隣道路の混雑、民間商店への違法駐車がみられる。 

○タクシーの待機スペースがない。第二駐車場をタクシーの待機スペースにすることがある。 

 

（３）近隣市（都内や神奈川県内）の実施状況 

施設名称 所在地 施設概要 
大会開催実績 

観客席 
Ｖ 

リーグ 
Ｂ 

リーグ 
Ｆ 

リーグ 

八王子市総合体育館 八王子市 
○メインアリーナ 

横 45m×縦 60m×高さ 15m 
- ○ - 2,000席 

多摩市立総合体育館 多摩市 
○第 1スポーツホール 

・バスケットボール 2面 
- ○ - － 

川崎市スポーツ・文化 

総合センター 
川崎市 

○大体育室：1,952m2 

○小体育室：994m2 
○ - - 1,512席 

横浜文化体育館 横浜市 
○本館アリーナ 

横 40m×縦 48m×高さ 13m 
○ ○ - 2,200席 

相模原市立総合体育館 相模原市 
○大体育室 

横 36m×縦 61.5m×高さ - 
○ - ○ 1,598席 

大和スポーツセンター 大和市 
○第 1体育室 

横 36m×縦 59m×高さ 15m 
○ - - 2,152席 

 

ピッチの大きさ 

資料：フットサル競技規則 


